
注文専用ＦＡＸ：０４６－２８４－１１８１

※1注文書に対して1車両でお願いします。

協力店殿名／ご担当者名 協力店コード： 出荷先住所 ／ご担当者名　　　

ＴＥＬ： ＦＡＸ：

【車検証記載事項】

メーカー 車　種 初度登録年月日

登録番号 車台番号 駆動方式

お客様名 住所

TEL：

※太枠部をご記入ください。

単品部品記入欄（必要な場合、ご記入願います。）

1

2

3

4

標準価格
（標準工賃込、税別）

部　品　名　称

ACR

□装着予定の車には「純正自動（衝突被害軽減）ブレーキ」が装着されていない。

型　式

注文書受領日 商  品  合  計

\160,000.-

注文数

消 　 費　  税

□装着予定の車には「純正水滴センサ」が装着されていない。

合  計  金  額

上記□にチェックマーク後、「重要事項説明書」と一緒に弊社までFAXをお願い致します。

代 引 手 数 料

※車検証情報は必ずご記入願います。

□装着予定の車のライトは「LEDライト」に変えていない。

【車両確認事項】

送 　  　  　料

合 　　  　　計

□装着予定の車は「マニュアル車」ではない。

標準価格（税別）

ACR FM500AB 注文書（代引き） ACR管理NO.

製　品　名

納期回答

部　品　番　号

ACR FM500AB

注文数

□FFのみ
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●前方監視装置の温度が高温になっているときなど装置の作動を一時的に停止し警告灯が点灯することがあります。

障害物との衝突を回避するためにはご自身でブレーキを踏んでください。

●本製品は、製品特性及び安全上、製品が不要になった場合でも製品を取り外しての製品転売は不可となります。
製品の転売は重要事項の伝達ができないことになるため、弊社では転売した製品の責任を負いかねます。

各機能の説明を受け、かつ取扱説明書の内容を確認し理解しました。

ご使用者様

ご署名
年 月 日

●衝突被害軽減ブレーキ機能は、自車が8～60㎞/h以下で走行中に衝突の恐れがあるときに自動的にブレーキが作動しま
す。

●前方車両に近づきすぎた場合、発進時に前方障害物を判断して自動的にブレーキが作動することがあります。前車との車
間距離を取って停車してください。

●故意に車や壁などに向かって走行するなど、システムの作動を確認する行為は大変危険であり絶対に行わないでくださ
い。対象（マネキンや段ボールで作動対象を模したものなど）や状況によっては正常に作動せず思わぬ事故につながる恐れ
があります。

●万一、自車が踏切内で閉じ込められた場合、前方監視装置が遮断機を衝突対象物と認識し自動ブレーキが作動すること
があります。「表示器のOFFスイッチを押す」ことによりシステムを解除し前進することができます。

●フロントウィンドウガラスにある前方監視装置で衝突対象物を検出しますので、フロントウィンドウガラスを常にきれいに
保ってください。センサー前部に水滴や曇りなどが付着した場合は、ワイパーやエアコンで取り除いてください。汚れていた
り、油膜・水滴・雪などが付着したり、ふき取りが不十分な場合、性能が低下することがあります。また、センサー付近に車検
シールを貼ったり、何かを取り付けたりしないでください。

●本製品を使用して発生した人身・物損事故・車両の故障、または破損・安全義務違反による罰金・減点等に関しての一切
の責任は負いません。

●警告、加速抑制、衝突被害軽減ブレーキの全ての機能はスイッチ操作で一時的に停止することができますが、エンジンを
再始動すると復帰します。停止状態を継続することはできません。また警告音の音量を変更することはできません。

●前進時の踏み間違い防止機能は発進時に前方の障害物を検知し衝突の危険があるときに自動的にブレーキが作動し加
速抑制を行います。後退時、踏み込み量によっては過大な加速度を検知せずそのまま発進します。

●一部車両において靴の全長が33ｃｍを超える場合やフットブレーキの踏み方（位置）によっては靴のつま先が本装置にあ
たりますので、十分にご注意のうえブレーキ操作を行ってください。

●本製品の購入・取付依頼できる方は、車両所有者又は所有者が依頼した親族とし、取付店から本製品の説明を受け、本
製品に同梱した同意書にご署名いただいた方に限ります。

重要事項説明書（FM500AB）

●交差点で右折する場合、前方障害物を検知し衝突の危険性があると判断すると自動ブレーキが作動することがあります。
「表示器のOFFスイッチを押す」ことによりシステムを解除することができます。

重要事項説明書（FM500AB）をご確認のうえ、ご署名ください。

本装置は、進路上の車両などを前方センサーで検出し、衝突の可能性が高いと判断したときに、警報や自動ブレーキを作動
させることで衝突回避を支援、あるいは乗員や車両への衝撃の軽減に寄与します。

●本システムはあくまでも運転支援する機能です。システムを過信せず必ずドライバーが責任をもって周囲の状況を把握し、
安全運転を心がけてください。

●運転状況、車両状態、天候状態、道路状態、障害物の形状およびドライバーの操作状況によってはシステムが正しく作動
しないことがあります。また、センサの認識能力、制動能力等には限界があります。
さらに、道路環境（緩やかなカーブなどで対向車がある場合、広い駐車場などで前方に障害物がない場合など）によっては衝
突の可能性がなくてもシステムが作動する場合があります。


